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電
力・ガ
ス・食
料
品
等
価
格
高
騰

緊
急
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

　
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価

格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、

特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い
低

所
得
世
帯
（
令
和
４
年
度
住
民
税

非
課
税
世
帯
等
）
に
対
し
て
、
国

か
ら
１
世
帯
あ
た
り
５
万
円
の
現

金
を
給
付
し
ま
す
。

支
給
対
象

⑴⑴��

令
和
令
和
４４
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

　
基
準
日
（
令
和
４
年
９
月
30
日
）

に
市
町
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
て
お
り
、
世
帯
全
員
の
令

和
４
年
度
分
の
住
民
税
が
非
課
税

で
あ
る
世
帯
主
の
方

※
令
和
３
年
度
ま
た
は
令
和
４
年

度
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金
の
支
給
対
象
で

あ
る
世
帯
（
未
申
請
や
辞
退
を
含

む
）
も
、
あ
ら
た
め
て
支
給
対
象

と
な
り
ま
す
。

⑵
家
計
急
変
世
帯

⑵
家
計
急
変
世
帯

　
予
期
せ
ず
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
含
む
）
令

和
４
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
家

計
が
急
変
し
、
⑴
の
世
帯
と
同
様

の
事
情
（
世
帯
全
員
の
そ
れ
ぞ
れ

の
１
年
間
の
収
入
見
込
み
額
が
、

住
民
税
非
課
税
水
準
に
相
当
す
る

額
以
下
と
な
る
）
に
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
世
帯
。

※
⑴
と
⑵
問
わ
ず
受
給
は
１
世
帯

に
つ
き
１
回
限
り
で
す
。
重
複
受

給
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
手
続
き

⑴⑴��

令
和
令
和
４４
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

　
12
月
５
日
付
で
世
帯
主
宛
て
に
、

①
支
給
案
内
②
確
認
書
③
返
信
用

封
筒
を
個
別
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
確
認
・
記
入
し
て
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
世
帯
の
中
に
、
令
和
４
年
１
月

２
日
以
降
に
転
入
し
て
き
て
い
る

方
、
未
申
告
の
方
が
い
る
場
合
、

申
請
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
申
請
書
の
配
布
お
よ
び
受

付
開
始
日
は
現
在
調
整
中
で
す
。

詳
細
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

⑵
家
計
急
変
世
帯

⑵
家
計
急
変
世
帯

　
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
書
類

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵

送
ま
た
は
福
祉
課
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※
12
月
５
日
（
月
）
か
ら
受
け
付

け
を
開
始
し
ま
す
。
申
請
書
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
福
祉

課
、
各
出
張
所
窓
口
で
も
配
布
し

ま
す
。

※
福
祉
課
窓
口
で
申
請
す
る
場
合
、

予
約
制
で
受
け
付
け
し
ま
す
。
事

前
に
福
祉
課
へ
必
ず
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
面
接
（
30
分
程

度
）
を
し
ま
す
の
で
、
申
込
者
本

人
が
窓
口
ま
で
来
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
　
⑴
と
⑵
共
に
、
令
和

５
年
２
月
28
日
㈫
ま
で

２次元コード

照
会
先　
福
祉
課
（
地
域
福
祉
係
）

�

☎
８
５
―
７
７
９
０

迷
惑
電
話
防
止
機
能
付
電
話
機

等
購
入
費
補
助
に
つ
い
て

　
特
殊
詐
欺
に
よ
る
被
害
を
未
然

に
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

70
歳
以
上
の
方
に
購
入
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

対
　
象　
町
内
に
住
所
を
有
し
、

か
つ
居
住
地
に
お
い
て
電
話
機
等

を
設
置
し
、
利
用
し
て
い
る
70
歳

以
上
の
方

対
象
機
器　
特
殊
詐
欺
を
防
止
す

る
機
能
が
付
い
た
電
話
機
等
の
購

入
費
用

◦�

令
和
３
年
４
月
１
日
以
降
に
購

入
し
た
も
の
。

◦�

電
話
機
の
呼
び
出
し
音
が
鳴
る

前
に
、
自
動
で
通
話
内
容
を
記

録
す
る
旨
の
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
流
し
た
後
、
通
話
内
容
を
録

音
す
る
迷
惑
電
話
防
止
機
能
を

有
す
る
も
の
。

補
助
金
額　
購
入
費
の
２
／
３
相

当
額
（
百
円
未
満
切
捨
）。
補
助

上
限
額
６
千
円
。
た
だ
し
、
１
世

帯
１
台
ま
で
。

申
請
期
間　
令
和
５
年
１
月
20
日

ま
で
。
補
助
台
数
に
制
限
が
あ
る

た
め
、
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

申
請
方
法　
対
象
機
器
の
購
入
後
、

交
付
申
請
書
、
領
収
書
の
写
し
、

機
器
の
取
扱
説
明
書
の
写
し
を
町

民
課
ま
た
は
出
張
所
窓
口
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
町
民
課

�

☎
８
５
―
７
１
６
０

仙
石
原
―
宮
城
野
地
区
間
で「
ハ
コ

モ
ビ
」実
証
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
！

　
高
齢
者
等
の
外
出
活
動
の
維
持

増
進
な
ど
を
目
的
に
小
量
乗
合
輸

送
サ
ー
ビ
ス
「
ハ
コ
モ
ビ
」
の
実

証
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
宮
城
野
地
区
・
仙
石
原
地
区
間

の
商
業
施
設
、
金
融
機
関
、
医
療

施
設
や
公
共
施
設
な
ど
を
巡
回
し

て
い
ま
す
。

　
実
験
期
間
の
前
半
は
決
め
ら
れ

た
ル
ー
ト
を
時
刻
表
に
沿
っ
て
運

行
す
る
「
路
線
定
期
運
行
」
と
し
、

後
半
は
登
録
者
の
予
約
に
応
じ
て

柔
軟
に
ル
ー
ト
を
決
め
、
多
数
の

乗
降
ポ
イ
ン
ト
で
乗
降
で
き
る

「
エ
リ
ア
デ
マ
ン
ド
運
行
」
と
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
本
実
証
実
験
は
、
横
浜

国
立
大
学
の
ほ
か
、
神
奈
川
ト
ヨ

タ
自
動
車
株
式
会
社
、
損
害
保
険

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
、
株
式
会
社

小
田
原
機
器
な
ど
と
連
携
し
て
、

各
社
の
専
門
的
ス
キ
ル
や
シ
ス
テ

ム
・
機
器
な
ど
を
提
供
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

実
施
概
要

⑴
路
線
定
期
運
行

⑴
路
線
定
期
運
行

　
令
和
５
年
１
月
18
日
㈬
ま
で
の

期
間
で
平
日
の
月
・
水
運
行

⑵
エ
リ
ア
デ
マ
ン
ド
運
行

⑵
エ
リ
ア
デ
マ
ン
ド
運
行

　
令
和
５
年
１
月
下
旬
～
3
月
上

旬
ま
で
の
期
間
で
平
日
の
月
・
水

運
行
予
定

⑶
利
用
方
法
等

⑶
利
用
方
法
等

　
実
証
実
験
の
た
め
無
料
で
利
用

で
き
ま
す
が
、
事
前
の
会
員
登
録

が
必
要
で
す
の
で
、
仙
石
原
出
張

所
、
宮
城
野
出
張
所
ま
た
は
さ
く

ら
館
で
会
員
登
録
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
福
祉
課

�

☎
８
５
―
７
７
９
０

子どもが子どもらしくいられるように…

知ってください、「ヤングケアラー」知ってください、「ヤングケアラー」
照会先　子育て支援課　☎８５−9595

　みなさんの周りにも誰にも相談できずに悩んでいる「ヤングケアラー」がいるかもしれません。
 ヤングケアラーとは　 
　法令上の定義はありませんが、「本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常
的に行っている18歳未満の子ども」とされています。

 ヤングケアラーは普通のこと？　 
　家族の手伝いや手助けをするのは普通のことと思うかもしれません。しかし、ケアのために学校
の勉強の時間が取れない、遅刻や欠席が増える、友達と遊ぶ時間が取れずに友達との話題について
いけなくなる、周囲に家庭のことを話せずに孤立することなど様々な影響もあるため注意が必要で
す。子どもが家庭で担う手伝いや家族の世話は思いやりや責任感を育む大切な機会にもなりますが、
学校生活に支障が出たり、心や身体に不調を感じている場合は支援が必要なこともあります。
　私たちにできること　
　自分がヤングケアラーだと自覚していないことが多く、半数以上のヤングケアラーが、周囲の誰
にも相談していないという調査結果も出ています。そのため、周囲の大人の「気づき」がとても重
要になります。ヤングケアラーに関心を持ち、子どもの心や身体の不調に気づいてあげましょう。
もし気になる子どもがいたら、まずは子どもの声をよく聞いてあげ、必要に応じて相談窓口に相談
してください。
　相談はこちらから　
　子育て世代包括支援センター（子育て支援課内）　☎８５−9595
　その他の相談窓口　
・学校生活に関すること・学校生活に関すること
　教育委員会　　　　☎８５−7600
　教育相談センター　☎８５−7776
・高齢者介護、障がい福祉、生活困窮に・高齢者介護、障がい福祉、生活困窮に
　関すること　関すること
　福祉課　　　　　　☎８５−7790

・県の相談窓口・県の相談窓口
　かながわヤングケアラー等相談LINE
　ID「@kana-youngcarer」


